
はじめに

当博物館がオープンして３年が経過し，その間数多く

の人々に来ていただいた．その中には，遠足や修学旅行，

校外学習などで学校の団体がこの博物館を利用している．

そこで，県内はもちろんのこと県外の学校団体の来館状

況を調査することによって，今後の博物館の利用促進に

役立てればよいと考えている．本稿では，そのデータを

集計し，その結果明らかになった月別の来館状況及び地

域別，学校別の来館状況等について報告する．

調査方法

平成６年１１月１０日のオープン時より平成９年１２月２８日

までの約３年間，当博物館を訪れた小学校，中学校，高

等学校，特殊学校，その他の学校団体を調査の対象とし，

施設等利用電話受付簿，団体申込書，愛媛県総合科学博

物館展示室観覧料等免除申請書に記載されたデータを基

に集計した．

調査内容は，来館日，学校名，学年，到着時間，滞在

時間，プラネタリウムの有無，地域分類，学校分類の９

項目に分けて行った．

集計には，パソコン（ソフト；ロータスアプローチ）

を使用し，主に月別の来館状況，地域別の来館状況，学

校別の来館状況について調査結果を集計した．また，そ

の他クロス集計も行い，学校別にみた来館時期の傾向や

それぞれの学校団体の地域別分布状況について集計し

た．

最後に補足として，学校団体の滞在時間やプラネタリ

ウム観覧の状況についても集計を行ったので報告する．

結 果

平成６年１１月１０日から平成９年１２月２８日までの約３年

間の間，来館した学校団体は５７８校で人数は５４，７９８人で

あった．これは，総入館者数９７０，６５９人の５．６％を占めて

いることが分かる．また，県外の学校団体については

２０７校の来館があり，入場者数は１９，８３７人であった．こ

れは，来館した全学校団体の３５．８％を占め，県外の学校

団体について軽視できないことが分かる．そこで今回，

学校団体の来館状況について集計した結果を報告する．

１ 月別の来館状況

学校の来館状況を月別にみると，表１のとおりであっ

た．この表からみてとれるように一番多かった月は平均

８年１０月で６２校の６，１９８人であった．二番目に多かった

月は，平成９年１０月で５７校の５，８３４人であった．また，

１，０００人を超えている月は，２月，３月，４月，５月，１０月，

１１月となっており，毎年同じ傾向になっている．この原

因は，学校の遠足の時期と重なっているためだと考えら

れる．最近では，遠足以外に校外学習，少年式の記念行

事等での来館が増えてきている．
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また，１月と８月は来館状況が特に少ないが，これは

冬休みや夏休み等の長期休業のためであると考えられる．

２ 地域別にみた来館状況

地域別の来館状況を県内は，東予地方，中予地方，南

予地方の３つに分け，県外は，香川県，徳島県，高知県，

その他に分けて集計し，表２にまとめた．

その結果，一番多かったのは，当博物館のある東予地

方で２４２校の２０，８４９人であった．二番目に多かったのは，

香川県で１３１校の１５，３３９人であった．次に多かったのは，

中予地方で８８校の１１，１９０人であった．このことから，ど

うして二番目に香川県が多かったのかを考えてみると，

博物館からの地理条件や交通条件のためではないかと考

えることができる．なぜなら香川県西部の学校は，高速

道路を利用することによって１時間程度で博物館に来る

ことができるからである．そして中予地方は，以前高速

道路が通っていなかったため来館に２時間近くかかって

しまったからである．

このように地域別に来館状況をみた結果，博物館から

の地理条件や交通条件が大変重要であることが分かる．

３ 学校別にみた来館状況

学校別の来館状況を小学校，中学校，高等学校，特殊

学校，その他に分けて集計し，表３にまとめた．

その結果，一番多かったのは，やはり小学校で３２３校

の２４，５７６人であった．二番目に多かったのは，中学校で

１３０校で１６，８５７人であった．

このことから，この博物館に一番興味を示してくれて

いるのが小学生や中学生であることが分かる．

学校数（校） 人数（人）

平成６年１１月 ３ ３７６

１２月 ８ ３５３

平成７年１月 ３ ９６

２月 １７ １，８６８

３月 ２９ ２，４９１

４月 ２５ ３，９３５

５月 １８ ２，０３０

６月 ８ ４４０

７月 １０ ９００

８月 ６ ２２５

９月 ２ ３８１

１０月 ３３ ３，０９０

１１月 ３０ ３，００６

１２月 ７ ３２２

平成８年１月 １ ５１

２月 １３ １，１８４

３月 ２２ １，９５９

４月 １７ ２，４９０

５月 ３１ ２，８９８

学校数（校） 人数（人）

平成８年６月 ７ ６２９

７月 ８ ５５５

８月 ７ ３３２

９月 ３ ４４３

１０月 ６２ ６，１９８

１１月 ２５ ２，１５４

１２月 ３ ２６７

平成９年１月 ５ ２３７

２月 ９ ８６０

３月 ２６ ２，６２４

４月 ２２ ２，５７８

５月 ２６ ２，０４２

６月 ３ １７２

７月 ８ ３４８

８月 ２ ３５

９月 ３ １３３

１０月 ５７ ５，８３４

１１月 １７ １，２１０

１２月 ２ ５２

合 計 ５７８ ５４，７９８

地 域 学校数（校） 人 数（人）

愛
媛
県

東予地方 ２４２（４１．９％）２０，８４９（３８．１％）

中予地方 ８８（１５．２％）１１，１９０（２０．４％）

南予地方 ４１（７．１％） ２，９２２（５．３％）

香 川 県 １３１（２２．７％）１５，３３９（２８．０％）

徳 島 県 ３１（５．４％） ２，４５７（４．５％）

高 知 県 ４３（７．４％） １，９７７（３．６％）

そ の 他 ２（０．３％） ６４（０．１％）

合 計 ５７８（１００％）５４，７９８（１００％）
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表１ 月別来館状況

表２ 地域別来館状況
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４ 学校別にみた来館時期の傾向

次に調査したデータをクロス集計し，学校別にみた来

館時期の傾向を図１のグラフにまとめた．

このグラフから分かるように，小学校は１０月に集中し

て来館しているが，中学校は１０月の他にも３月や４月，

５月に多く来館している．高等学校は１０月よりも４月と

５月に多く来館している．このように学校によって来館

時期が微妙に違うことが分かる．

５ 地域別にみた入場者数の分布状況

次に，それぞれの地域での来館学校団体の入場者数の

分布状況を図２にまとめた．

この図から分かるように，小学生の場合は，東予地方

が１２，３３６人と最も多く，次に香川県の６，３４５人となって

いる．また，中学生の場合は，中予地方及び東予地方の

生徒がそれぞれ５，２５１人と５，１１４人で多く，次に香川県の

４，１４５人となっている．高校生の場合は，香川県の４，６９１

人が最も多く，次に中予地方３，０４９人，東予地方２，５８６人

となっている．

学 校 学校数（校） 人 数（人）

小 学 校 ３２３（５５．９％）２４，５７６（４４．８％）

中 学 校 １３０（２２．５％）１６，８５７（３０．８％）

高 等 学 校 ８８（１５．２％）１１，７８３（２１．５％）

特 殊 学 校 ２４（４．２％） １，０８９（２．０％）

そ の 他 １３（２．２％） ４９３（０．９％）

合 計 ５７８（１００％）５４，７９８（１００％）
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図１ 学校別来館時期

写真２ サイエンスショーでの観覧の様子
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６ 学校団体の滞在時間について

次に学校団体の滞在時間について集計したものを図３

にまとめた．

どの学校団体も長時間滞在しており，プラネタリウム

や常設展示の観覧で最低２時間は要していることが分か

る．また，昼食も博物館で摂っている学校団体も多く，

長いところでは５時間近くも滞在している．

このことから，別の場所に行く途中で寄ったのではな

く，この博物館の観覧を目的とした来館であることが分

かる．

７ プラネタリウム観覧の有無について

次にプラネタリウム観覧の有無について集計したもの

を図４にまとめた．

このグラフから分かるように，プラネタリウムを観覧

した学校団体は，４８２校で全体の８３．４％に達しており，

プラネタリウムの人気の高さが分かる．また，残り

１６．６％の学校団体についても観覧の希望をしたにもかか

わらず，人数制限のため観覧できなかった学校も数多く

あった．

学校団体の来館状況について

図２ 地域別にみた入場者数の分布状況

図４ プラネタリウム観覧の有無

図３ 学校団体の滞在時間
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考 察

以上のように学校団体の来館状況について調査した結

果をまとめたわけだが，現在のところほとんどの学校団

体が遠足や校外学習等で博物館を利用していることが分

かる．そのため，来館の時期がある程度予想でき，広報

活動に役立てることができる．また，地理条件や交通条

件についても充分考慮に入れる必要があり，高速道路沿

いの学校への広報活動は大変有効であると思われる．

今後の課題として，来館の少ない時期にどのように学

校団体を増やしていくのか，また，県外の学校団体をど

のように増やしていくのかを検討する必要があると考え

る．
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